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　　　　書　評

大沢真理「第 7章　『国難』を深めたアベノミクスの 6年
――逆機能する税・社会保障」

武　田　宏　子

東大社研／玄田有史／飯田高 編『危機対応の社会科学〈下〉
―未来への手応え―』，東京大学出版，2019，pp. 169-194

「危機」は危険で悪い状況に陥る可能性が高
い例外的な事態を指すことばであり，したがっ
て，そもそも何を「危険」であり，「悪い状
況」とみなすかという点において，高度に政治
的な性質を帯びている．だからこそ，ステュ
アート・ホールやコリン・ヘイが議論したよう
に，危機を語るナラティブの構築は，特定の政
治状況を現出させ，正当化するという政治行
為の本質的要素を成してきた（Hall 1988; Hay 
1999）．特に，近年のポピュリズム研究は，ポ
ピュリズム政治と危機を語るナラティブが分か
ちがたく結びついていると議論している．例え
ば，ベンジャミン・モフィットによれば，「危
機のパフォーマンスはポピュリズムそれ自体の
本質的で，中核的な特徴としてみなされるべき
である」（Moffi  tt 2015: 210-211）．
安倍自民党政権は，そうした危機のパフォー
マンスを繰り返してきた．北朝鮮のミサイルや
少子化といった問題が日本という国にとって
の「危機」として名指しされ，政府による対応
が必要なことが強く主張される一方で，自民党
政権が長期にわたって存在してきたにもかかわ
らず，どうしてそれらが危機的な問題として現
在，認識されるべきであり，なぜ政府によって
示された対応の仕方が正当化されるのかという
点に関しては触れられない．前出の論文で，ヘ
イは，政治的アクターが「危機」をどのように
構造的矛盾／失敗に結びつけるか検討すること
で，危機ナラティブを動員する政治的行為の意
図と目的を探ることができると指摘しているが
（Hay 1999: 226-233），安倍政権の語り口（あ
るいは「語らない口」）から，北朝鮮／少子化

問題と現自民党政権を切り離し，その上で自ら
を問題解決者として有権者に押し付けようとす
る言説戦略を特定することは難しいことではな
い．
こうした安倍政権の政治的なふるまい方に対
して，大沢論文は丁寧かつ緻密に社会保障と税
に関するデータを使って現状を検証していくこ
とで，真正面から対抗し，その「危機のナラ
ティブ」が内包する問題を露呈させていく．ま
ず，本論文の二節でそもそも日本の社会保障制
度が共稼ぎ世帯，就業するひとり親世帯および
就業する単身者世帯に対して「逆機能」してい
たことを示し，その上で，三節と四節では，安
倍政権が成立して以来の制度改革によって，社
会保障の「重点化・効率化」という方針のもと
社会支出の対GDP比が低下した一方で，税収
に関しては，再分配機能が回復されないまま，
法人に対する減税が進められていった事実を
データに基づいて提示する．こうした作業をし
た後で，五節において議論されるのは，国際比
較を通じて明らかにされる日本の再分配制度が
構造的に再生産する経済的およびジェンダー不
平等である．低所得者層ほど純負担率が高くな
る現行制度は，「低所得者層を冷遇し」，「共稼
ぎやシングルマザーに比して専業主婦家庭を優
遇する」（188 頁）．けれども，「安倍政権はそ
こに基本的にメスを入れていない」．したがっ
て，大沢は「子どもを生み育て世帯として目
いっぱい（つまり女性が）働くことへの『罰』
は，アベノミクスにより強まったと考えざるを
えない．これでは少子高齢化という『国難』も
深まるしかない」（188 頁）と結論する．
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こうした大沢の議論から見えてくるのは，安
倍政権の「危機のナラティブ」は有権者の目を
本質的問題から逸らせることを目的とした典型
的な「死んだ猫戦略」（dead cat strategy）1 で
あるということであり，さらに，そうした政治
過程にあって貧困対策など，生まれてきた子ど
もが健やかに成長していくための政策が遅々と
して進まない現状である．レトリックが先行す
る政治に対して，データに基づいて批判を展開
する本論文は，現代的な状況において社会科学
の知が実践されることの重要性を明示する役割
をも果たしている．
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 1　「死んだ猫戦略」は，オーストラリア出身の選挙コンサルタント，リントン・クロスビーに特徴的な選挙戦
略を指す用語である．ディナー・パーティの最中に死んだ猫が突然，食卓に置かれた場合，人びとの注意が
猫の死体に集まり，パニックが起こることで，より根本的な問題であるなぜその猫が死んだのかという点に
関しては問われなくなってしまう．このように，「死んだ猫戦略」では，重要で根本的な政治問題から目を
逸らすことを目的として，センセーショナルでショッキングなできごとを強調し，騒ぎを起こす．
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